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ジ
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霧
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の
難
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論
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一
…
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簗

小

州

郷

奈
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時
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論
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債
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李

倉
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・.…
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學
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苑
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濟

史
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蒙

士

汐

見

三

郎
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供
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考
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論
.
読

濁
逸
帝
国
に
於
け
ろ
税
制

の
嶺
遽
為
論
賛

第
十
二
巻

(第

一
號

七
.O
)

七
〇
.

猫
逸
帝
國

に
於
ザ
ろ
税
制
の
護
達
を
論
ず小

川

郷

太

郎

　靭
逸
帝
國
は
大
戦
の
終

に
近

い
て
政
治
上
の
革
命
を
遂
げ
た
が
、
之
に
続

い
て
撹
糾
の
上
に
於
て
も
亦
革
命
を

遂
ぐ

る
に
至

っ
陀
、
凋
逸
帝
國
に
於
け
る
視
制
止
の
革
命
を
詳

に
せ
ん
ε
せ
ば
、
之
に
先
て
獅
逸
帝
國

の
税
制
が

戦
前

に
於
て
如
何
に
腰
達
し
來

つ
た
か
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら
組
、
そ
こ
で
余
は
本
論
北
於
て
濁
逸
帝
國
建
設
當
時

よ
り
大
職
の
前
に
至
る
迄

の
間
に
於
け

る
挽
制
の
獲
達
を
論
じ
ゃ
う
ご
思

ふ
。
戦
時
戦
後
の
税
制
上
の
革
命

に
就

い
て
は
衣
號

に
詳
論
す
る
こ
ε

、
す
る
。

.

本
論
は
第

一
に
帝
国
成
立
當
時
の
税
制
を
明
に
し
、
次
に
帝
国
成
立
後
に
於
け
る
各
種
の
税
が
成
立
し
嶽
達
し

た
る
跡
を
叙
し
、
最
後
に
其
獲
達
の
大
勢
に
就
て
論
断
を
下
さ
う
ε
思

ふ
。

濁
逸
帝
国
成
立
當
時
の
税
制

猫
逸
帝
国
は
其
源
を
開
枕
同
盟
に
獲

し
、

「
轄
し
て
北
濁
逸
聯
邦
ご
な
b
、
再
韓
し
て
猫
逸
帝
国
`
な
っ
た
も

の
で
あ
る
、
從
て
其
財
政
も
關
視
同
盟

上
り
出
獲
し
て
居

る
。
関
税
同
盟
に
於
て
は
、
關
視
を
以
て
共
通
の
牧
人



ざ
し
た
こ
ε
は
事
の
自
然
で
あ
る
、
關
視
同
盟
は
共
通
牧
人
ぎ
し
て
關
視

の
外
術
砂
糖
椀
を
課
し
て
居

っ
た
。
北

凋
㎝逸
聯
邦
は
是
等
の
視

の
外

に
栖
慨
阜
視
、
姿
酒
税
、
火
酒
挽
、
撞
視
を
加

へ
、
各
邦
の
嫡
皿嘔
費
和
塵
し
た
。
個獅
逸

帝
國
の
建
設
せ
ら

る
・＼
に
及
ん
で
、
是
等
の
租
税
を
取

つ
{
悉
く
之
を
帝
国
視
ご
し
た
、
只
萎
酒
井

に
火
酒
に
關

し
て
は
、
南
濁
諸
邦

に
租
税
立
法
の
自
由
を
奥

へ
把
、
之
を
南
凋

の
保
留
潅
ぎ
云
ひ
、
.之
に
謝
し
て
帝
國
税
法
の

支
配
す
る
歴
域
を
萎
酒
税
共
通
匠
域
、
火
酒
穐
共
通
匠
殿
ざ
云

っ
た
、
尤
も
火
酒
視
に
關
し
て
は

天

八
七
年
に

至
り
南
凋
諸
邦

の
承
諾
を
得
て
、
挽
法
を
全
凋
逸

に
及
ぼ
す
こ
ざ
に
な
り
南
濁
の
留
保
権
は
油
漉

し
π
。

濁
逸
帝
国
成
立
當
聴

の
帝
国
視
は
此
の
如
く
に
し
ズ
關
税

井
に
砂
糖
、

姿
酒
、

火
酒
、

撞

、
煙
草
等
に
劃
す

る
内
地
消
費
税
で
あ

っ
た
、
故
に
所
謂
溝
費
税
で
持
切
つ
だ
も
の
ε
謂
ふ
こ
ε
が
出
来

る
。
.之
に
封
し
て
唯

}
の

例
外
ε
も
見

る
べ
き
も

の
は
印
紙
税
で
あ

っ
た
。
印
紙
税
中
手
形
印
紙
税
は
既

に

一
入
六
九
年
に
北
猫
聯
邦
の
視

ε
し
て
認

め
ら
れ
、
尋
て
帝
國
の
視
ε
な

っ
た
.、
威
で
此
印
紙
税
な

る
も
の
は
所
謂
流
通
税

(<
o
碁
9
「婁
2
9
)

に
厨

し
、
消
費
税
よ
b
も
異
れ
る
税
の
系
統

に
騒
す
る
も
の
で
あ
る
、
是
が
故

に
濁
逸
帝
國
成
立
の
初
に
當
り
て

既
に
消
費
税
流
通
挽
.併
立
の
萌
し
が
、
微
見
え
て
居

っ
た
置
謂
は
ね
ば
な
ら

漁
。

コ

所

で
此
消
費
税

ざ
流
通
税
ε
は

一
緒

に
な

っ
て
所
謂
間
接
視
遭
せ
ら
れ
て
居

っ
た
、
流
通
税
が
間
接
税
で
あ
る

か
否
か
は
學
問
上
の
孚

黙
た
る
を
免
れ
兎
が
、
濁
逸
帝
国

の
財
政

々
策
は
之
を
間
接
税
ざ
し
て
疑
を
挿
む
融
地
を

む

　

む

　

　

ロ

　

む

む

　

　

ゆ

む

む

む

む

存
せ

な
か

っ
た
。

そ
こ

で
此
語
を
借

て
濁

逸

の
税
制

を
説

明
す

れ
ば

、
凋
逸

帝
国

の
税

制
は
間

接
税

に
外
な
ら

な

論

説

濁
逸
帝
国
に
於
け
ろ
税
制
の
嶺
蓬
々
論
ず

第
十
二
巻

(第

一號

七
旨
}

七
】



論

説

濁
逸
帝
国

に
於
け
る
税
箭
の
嶺
淫
な
論
ず
.

第
十
二
巻

(第

一
號

七
二
)

七
二

　

む

む

か
っ
た
、
之

に
謝

し
て
各
邦
は
直
接
税

の
.領
域
に
媒

っ
て
居

っ
た
、
之
が
濁
逸
帝
国
の
初
め
よ
り
傭
…統
的
の
財
政

政
策

ご
な

っ
た
の
で
あ
紅
。
.

凋
逸
帝
国
が
間
接
視
を
取
b
各
部
が
直
接
税
を
取
り
て
、
両
々
相
侵

さ
ね
ば
帝
国
ε
各
邦
ε
の
珍

域
が
明
確
に

コ

定
ま

っ
て
、
税

制
は
能

く
整

ふ
て
居

る
ε
謂

ふ
二
ε
が
出

来

る
。
帝

國
が
間
接
税

を
取

っ
た

こ

ε
は
帝
國

の
成

レ

立
ち
よ
b
自
然

に
出

て
来

た
こ
ε
で
は

め
る
が
、
叉
同

時

に
理
窟

に
も
適

っ
て
居

る
、
蓋

し
間

接
挽

は

】
般
人
民

が
普

遍
的

に
支

彿

31
挽

で
あ

っ
て
、
所

己
人

ε
に
依

て
愛

じ
て
行

一
も

の
で
な

い
か
ら
帝
国
税

円
し

て
最
も

ふ

さ

わ
し

い
も

の
で
あ

る
ε
謂

へ
る
。

之

に
反

し
て
直
接
税

は
各

人
の
財

産
や
所

得

に
關
鞣

し
て
課

税
す

る
も

の
で
、

人

に
依

て
斟
酌

を

加

へ
ね
ば
な
ら

諏
の
み
な
ら
す
地
方

の
事
情

に
順

怨

せ
ね

ば
な

む

濾
か
ら
各
邦

の
視

ε
し

て
通

常
で

め

る
ε
謂

は
ね
ば
な
ら
漁
。

　

む

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

む

む

む

む

む

む

む

む

　

む

ほ

　

む

む

り

む

む

ゆ

む

　

斯
の
如
く
に
し
て
濁
逸
に
於
て
越
間
接
挽
は
帝
国
の
撹
こ
し
て
認
め
ら
れ
直
接
税
は
各
邦
の
挽
ε
し
て
認
め
ら

む

む

む

り

む

む

れ
た

の
で
あ

る
。

,

今

凋
逸
帝
国
成

立
後

に
於
け

る
税

制

の
獲
達

を
見

る

に
間
接
税

の
領
域
内

紅
於

て
獲
達
を
遂

げ

っ
、
あ
り

し
問

に
、
何
時

の
問

に
か
鴇
.間
接
税

の
領
域
外

に
脱
出

し
た

嫌

な

い
で
は

な

い
、
併
し
乍
ら

そ
れ
で

も
多

く

の
場
合

に

は
間

接
税

の
形
式

を
取

り
間

接

税
で
あ

る
ε

い
ふ
口
實

を
取

っ
た
の

で
あ

る
、
其

梗
概

を
述

ぶ
る
・に
當
り
て

は
消

費
税

ご
流

通
税

ε
を
匪

別
し
て
観
察

せ
ね
ば
な
ら

澱
。
、



,

=

游

費

視

の
獲
達

'

消
費
税
は
帝
国
成
立
當
時
の
關
挽
井
に
砂
糖
、
櫨
、
姿
酒
、
火
酒
、
煙
草
等
に
謝
す
る
内
地
消
費
税
が
投

力
ε

獲
達
し
た
に
過
ぎ
楓
、
帝
国
成
立
後
の
新
枕
こ
し
て
は
只

}
.九
〇
二
年
に
成

っ
た
三
鞭
酒
椀
、、
一
九
〇
六
年
に
成

っ
た

シ
ガ

レ
ッ
ト
椀
、

　
九
〇
九
年

に
成

っ
た
黙
燈
雑
税
、
黙
火
用
品
挽
、
醋
酸
溝
費
檎
を
数

ふ
る
こ
ε
が
出
來

る
の
み
で
あ
る
。
今
少

七
く
各
椀
に
立
ち
入
て
述

べ
て
見
や
う
。

　

　

關
税
は

一
八
七
九
年
保
護
政
策
が
採
用

せ
ら

る
、
に
及
で
大

に
進
み
、

一
九
〇
二
年
關
概
定
拳
法
の
改
正

に
依

り
農
業
保
護

の
色
彩
を
濃
厚

に
す

る
に
至
て
更

に
其
牧
人
を
増
し
て
來
か
。
而
し
て

一
九

一
〇
年
頃
迄
は
關
椀
牧

入
は
租
税
牧
人
の
孚
以
よ
を
直
め
て
居

つ
だ
。
帝
国
税
の
中
軸

で
あ

っ
陀
の
で
あ
る
。

　

り

益
税
は

…
八
⊥
ハ
七
年
の
法
律
に
依
て
定
め
ら
れ
税
率
の
塑
更
も
な
か

っ
た
、
五
十
年
間
依
然
ε
し
て
百
基
瓦

に

黝
し
六
府
を
課
し

て
居

っ
た
、
其
牧
人
の
漸
次
多
ズ
な

っ
て
來
セ
の
は
人
口
増
加
の
自
然
の
結
果
に
過
ぎ
鳳
。

　

り

　

　

　

む

砂
糖
税
は

一
入
四

一
年
關
視
同
盟
に
於
て
甘
菜
視
(原
料
視
)
ε
し
て
成
力
立

つ
た
も

の
で
あ
る
が
、
後
に
帝
国

に
於
て
之
を
継
承

し
多
少
税
率
を
高
め
た
の
み
で

一
八
八
七
年
迄
改

め
な
か
っ
た
、
同
年

に
至
り
英
斤
莱
椀
の
牽

　

む

　

を
低

め
新

に
砂
糖
製
品

視
を
起

し
百
基

琵

二
鷹
を
課
す

る
こ
ε

＼
し
た
、

}
八
九

一
年

に
は
甘

菜
視
を
塵
七

て
砂

糖
製
品
視

の
牽

を
高

め
百
基

罠
十

八
獅
.ε
し
、

一
八
九

六
年

に
は
之

を
二
十
賊

ざ
し
た
。
之

ご
同
時

に

…
定
額

以

論

説

濁
逸
帝
国
に
於
σ
る
税
制
の
鰻
遠
な
論
ヂ

第
十
二
巻

(第

一號

七
三
V

七
三



.

.一

論

説

獄
逸
帝
国
に
於
げ
.る
税
制

の
登
達
為
論
ず

第
十
二
巻

(第

一
號

七
四
)

七
四

む

む

む

む

　

上
の
砂
糖
を
製
造
す

る
者

に
謝
し
製
糖
脛
瞥
税
を
課
し
た
。

}
九
〇
二
年
プ

ル
ユ
ッ
セ
〃
條
約
が
成
立
し
て
砂
糖

輸
出

の
奨
鋤
法
を
廃
す

る
や

一
九
〇
三
年
製
糖
糎
瞥
視
を
魔
し
砂
糖
製
品
挽
の
率
を
百
基
瓦
十
四
鷹

ご
し
た
。

}

九
〇
入
牢
の
法
律
は

一
九

一
〇
年
四
月
よ
り
税
率
を
百
基
瓦
十
賦

に
減
す
る
こ
ε

、
定
め
た
が
財
政
難
よ
り
そ
の

貴
行
を

一
九

一
四
年
四
月
迄
延
期
し
、
更

に

一
九

=
二
年
七
月
の
法
律
に
依
て
減
牽
を
見
合
す

こ
ε
＼
な
っ
た
。

　

　

　

む

　

む

萎
酒
税
は
北
濁
婆
酒
税
共
通
匠
域

に
於
て
は

一
入
七
二
年
五
月
の
法
律
に
依
り
原
料
税
が
課

せ
ら
れ
て
居

っ
た

其
税
率
は
百
基
瓦

に
付
き
萎
芽

は
四
瓶
、
澱
粉
は
⊥ハ
鷹
、
砂
糖
は
八
臓
で
あ

っ
た
。

一
九
〇
六
年
大
月
三
日
の
法

も

も

へ

ぬ

も

律
は
婆
芽
使
用
の
量

に
從
て
税
率
を
累
進
す

る
こ
ξ
、
し
穴
が
、

一
九
〇
九
年
七
月
十
五
日
の
法
律

は
更

に
其
累

進
税
率
を
高
め
た
、
即
ち
左
の
如
し
。

〔姿
芽
の
軍
位
百
基
滉
)

一
九
〇
六
牟
法

}

-

ー
ノ

姿

芽

税
率

〔麻
)

第

一

の

丑
日

四
、

宍

の

孟
〇

四
盆

其

次

の
.

吾
0

温
、

荷
其
次

の

一
、0
8

五
・置

畳
茨

以
上
に
十
萬
基

武
毎
に
牛
麻
な
堆
し
十
麻
に
重
て
止
む
、

}
九
〇
九
年
法

-
ー

ー

」

婆

芽

税

率

(麻

)

　吾

茜

一
、二
き

蓋

一
遍
8

藁

曇

8
0

天

昌
δ
累

以

上

「「O

一
九
〇
九
年
の
法
律
に
依
れ
ば
同
年
八
月
後
に
起

さ
れ
た
新
醸
逡
場
に
は

　
九

一
五
年
度
迄
五
割
を
増
し

一
九

一

入
牢
迄
二
割
五
分
を
増
し
、
醤
來
の
小
醸
造
場
に
し
て

　
㌃
、○
○
○
基
屍
以
下
の
夢
芽
を
使
用
す
る
者
に
は
百
基

瓦
毎

に
十
二
廟
を
課
す

る
こ
ご

、
し
た
。
砂
糖
の
百
基
瓦
は
姿
芽

の
百
五
十
基
琵

に
、
小
饗
芽
の
百
基
屍
は
大
変

∫

,「



芽

の
七
十
五
基
琵

ε
換
算

し
て
課
す

る

こ
ε

、
な

っ
た
。
南

凋

の
所
謂

留
保

権
を
有
す

る
國

に
め
り

て
も

、
(
巴
威

爾

、
ヴ

ユ
ル
テ

ソ
ベ

ル
グ
、

バ
ー
デ
、ソ
、
エ
ル
サ
ス

ロ
ト
リ

ソ
ゲ

ソ
、
)
嬰

酒
税
は
原
料
悦

の
形
を
探

っ
て
居

っ
た
。

　

　

　

火
酒
視
は
其
始
に
於
て
は
萎
酒
税

ξ
同
じ
一
南
濁
諸
国
が
留
保
権
を
有
し
て
居

っ
た
が
、

「
八
八
七
年
来
企
國

　

む

む

統

】
の
視
ご
な

っ
た
、
.帝
国
成
立
の
際
に
は
火
酒
挽
は
容
器
視
の
形
を
探

っ
て
居

つ
π
が
、
一
八
八
七
年
の
法
律
に

依
①
主
俊

鶴

羅

の
形
憂

じ
副
書

し
て
容
器
視
原
料
視
が
覆

る
こ
貢

な
っ
た
。

天

八
九
年
、

天む

九

一
年

、
.
一
八

九
五
年

、

一
八
九
八
年

、

】
九

〇

二
年

の
追

加
法

に
依

て
補

ふ
た
。
是
等

の
槍

法

に
依
れ
ば

、
火

む

む

む

む

酒
製
品
税
は
純
酒
精

一
り
-
ト
ル
に
付
き
、
定
量
内
の
生
産
に
は
年
歴
を
、
定
量
以
上
の
生
産
に
は
七
十
交

(
プ

フ
ェ
ニ
ヒ
を
寅
ε
す
以
下
之

に
徹

ふ
)
を
課
し
、
農
業
的
小
醸
造
業
者
に
は
全
生
産
に
封
し
年
賦
を
課
す
る
。此
外

む

　

む

・
に
農
業
的
小
醸
造
家

に
謝
し

て
は

一
り

ー
ト

ル
の
容

容
器

に
付

き

一
席

三
十

一
交

の
容
器

挽
を
課

し
、
果
實

よ
り

　

む

　

火
酒
を
醸
造
す
る
看

に
…罰
し
て
は
.、
原
料
五
十
基
琵
に
付
き
二
十
五
乃
至
八
十
五
女
の
原
料
税
を
課
し
、
工
業
的

　

む

む

醸
造
家
に
劃
し
て
は
純
酒
精

一
ワ
ー
ト
ル
に
付
き
二
十
交
の
附
加
税
を

か
け
る
。
更

に
火
酒
生
産
の
渦
剰
を
豫
防

む

む

む

す

る
が
爲

め

に
、

一
年

二
百

リ

ー
ト

ル
以
上

の
醸
造

家

に
劃

し
百

り
ー
ト

ル
に
付

き
年
賦

乃
至
六
賊

孚

の
醸

造
椀

を
課

す

る
の
で

め
つ
だ
。

一
九

〇
九
年

に
至
て
是
等

の
容
器
挽

原
料

税
醸

造

挽
を
塵

し
、
製
品
税

の
み

ご
し
、
真

率
ぼ

了

-
ト

ル
に
付
き
定
量
的
に
、

颪

五
丈
、
定
量
以
上
に
、

颪

二
+
五
交

ε
し
た
。

一
九

=

毎

に
は

一、】種

の
視
牽

を
塵
し
、

一
慮

二
十
五
女

の
視
率

を
以

て
統

}
し
た
。
但

し
南
濁

は
此

限

で
な

い
。

要
之

、
火
酒

税

論

説

凋
逸
帝
国
に
於
げ
る
税
制
の
　捜
逡
な
論
で

第
十
二
巻

(第
一
號

七
五
)
.

七
五

.



論

説

濁
逸
帝
国

に
於
け

る
税
制
の
獲
遽
海
論
ず

第
+
二
巻

(第

一
號

七
六
)

七
六

」

は
長

い
間
農
業
醸
造
家
を
偏
愛
し
た
嫌
が
あ

る
、
暴
れ
保
守
蕪
の
駕
し
た
罪
で
あ
る
。

　

　

む

　

葡
萄
酒
税

は
聯
邦
中

に
は
之
を
存
す

る
も

の
が
あ

っ
た

、普
魯

西

(
　
八
六
五
年
迄

)
ヴ

ユ
ル
ク

ソ

ペ
ル
ク
、
バ
ー

デ

ソ
職

工
ル
サ

ス
ロ
ト
リ

ソ
ゲ

ソ
の
如

し
、
併

し
乍

ら

帝
国
視

ε
し
て

は
存

在

せ
な

か

つ
セ
、
只

一
九

〇

二
年

に

コ

　

　

　

重
て
三
鞭
酒
挽
が
成
立
し
た
、
其
三
鞭
酒
挽
な
る
も
の
は
極
て
簡
単
な
る
も
の
で
、

一
瓶
に
付
き
牢
脱
を
課
す

る

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

の

　

の

　

　

醋
酸
消
費
税
は
内
地

に
於
て
木
叉
は
暑
櫨
中
よ
り
醋
酸
を
取
る
場
合

に
其
生
産
者

に
謝

し
て
祝
す
る
も
の
で
、

真
率
は

7
基
瓦
に
三
十
衣

で
あ
る
、
之
を
工
業
用
に
供
す

る
ズ
}
き
は
、
其
挽
を
発
す

る
の
で
あ
る
。

一
九
〇
九
年

か
ら
出
家
た
新
税
で
あ
る
。

の

り

の

煙
草
視
は

一
八
六
八
年
以
来
面
積
視
で
み

つ
た
が
、

一
八
七
九
年
之
を
重
量
視
ε
改
の
、
面
積
椀
を
以
て
之
を

む

む

　

補

ふ
こ
ご

＼
な

つ
π
。
重
量
税

は
内
地
産

の
煙
草
葉

に
謝

し
、

百
基
瓦
毎

に
四
+
五
既

を
課
す

る
も

の
で
め

る
。

　

　

　

面
積
挽
は
煙
草
植
付
地
の
面
積

に
慮
じ
て

祝
す
る
も
の
で
、

其
挽
牽
は

一
孕
方
米
突

に
付
き

四
文
字
で
あ
る
。

但
し
四

ア
ー
ル
(約
四
畝
)
以
下
の
栽
培

に
限
る
の
で
あ
る
。

一
九
〇
九
年
七
月
十
五
日
の
法
律
は
税
率
を
高
め
重

ミ

ヤ

で

も

も

マ

も

を

も

ヘ

マ

も

コ

セ

も

へ

も

重
視
を
五
十
七
血肌
`
し
.
面
積
桃
を
五
、
毛
衣
ピ
し
π
。此

の
如
く
、
凋
逸

の
煙
草
税
は
重
量
税
面
積
税

に
過
ぎ
な

や

ち

ヘ

ヘ

コ

り

し

も

つ

モ

ロ

も

も

も

ゐ

ヤ

ヤ

ヘ

へ

ら

い
、
最
も
饗
蓮
の
幼
稚
な

る
も
の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
阻
。
併
し
乍
ら
政
府
は
従
来
煙
草
視
の
改
正
を
企
て
な
か
っ

た
の
で
は
な

い
、
一
八
八
二
年
に
は
煙
草

の
專
萱
を
行
は
う
ε
し
、
一
八
九
三
年
#
に

一
八
九
五
年
に
は
、
煙
草
製



品
視
の
案
を
立
て
、

一
九
〇
六
年
に
は
重
量
視
面
積
視
の
率
を
高
め
や
う
ξ
し
、

一
九
〇
九
年

に
は
又
煙
草
製
品

税
を
課
せ
や
う
ご
レ
た
が
、
皆
議
會

の
馨
る
、
所
こ
な
ら
す
失
敗

に
了

つ
た
。
唯

}
九
〇
六
年

に
シ
ガ

レ
ッ
ト
視

が
新
に
成
立
し
た
の
ε
、

}
九
〇
九
年

に
重
量
税
面
積
税

(前
述

の
如
し
)#

に
シ
ガ

レ
ッ
ト
視

の
牽
を
高
め
π
の

が
多
少
煙
草
税
の
進
歩
ε
認
め
得
る
の
み
で
あ
る
。

　

　

の

　

コ

　

　

　

.

シ
ガ

レ
ッ
ト
新
税

注

に
依

れ
ば

、

シ
ガ

レ
ッ
ト
千
本

に
付

き
二
眈

乃

至
+
五

鷹

二

眈
乃

至
+
賦

)
、

シ
ガ

γ
ッ

ト
用
煙
草

一
基
瓦

に
付

き

一
鷹

六
十
交
乃
至
七
厩

(
八
十
交
乃
至
右
腕

)
、
工
業
用

に
向

け
ら

れ
な

い
シ
ガ

レ
ッ
ト

包
紙
千
個

に
付

き

一
席

を
税
す

る

こ
ご

、
な

っ
て
居

っ
た
。

(括
弧
に

一
九
〇
二
年
の
脱
牢
)

　

　

　

　

黙
燈
監
視
は

一
九
〇
九
年
に
初
て
起

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
電
燈

に
あ
り
て
は
其
電
球

の
大
小
に
依
て
歴
別

戸

し

、

一
ワ
ッ
ト
雁
至
十
五

ワ
ッ
ト
迄

を

一
級

ε
し
.

漸
次

に
級

を
上
せ

て
百

ヲ
ツ
ト
乃

至
二
百

ワ
ッ
ト
を
第

五
級

ざ
し
、
五
丈

乃
至
宇
鷹

、
若

く
は
十
丈

乃
至

一
蹴

の
累
進

税
牽

を
課
し

鴇
そ

れ
以
上

の
電
燈

に
は
百

ワ
ッ
ト
毎

に

二
十
五
交
若

く
は
四
十
交
を
附

加
す

る

こ
ご

、
し
。

瓦
斯

に
あ
り

て
は
白

光
燈

一
個
毎

に
十
交

を
課

し
、
水

銀
蒸

汽

燈
は
百

ワ
ツ

・
を
.超

ゆ
る
毎

に

】
鷹

宛
を
課

す

る

こ
ε

、
し

て
あ

っ
た
。

　

　

　

　

　

黙
火
用
品
椀
も
亦

一
九

〇
九
年
に
起
さ
れ
た
も
の
で
、
燐
寸
蝋
燭
其
他
の
黙
火
用
品

に
課
す

る
税
で
あ
る
、
燐

寸

に
在

て
は
三
十
本
以
下
入
の
函
に
は

　
交
、
一二
十
本
乃
至
六
十
本
の
函
に
は

一
文
孚
.
六
十
本
以
上
の
函

に
は

六
十
本

を
超
ゆ
る
毎

に

一
衣
牢
を
課
し
、
蝋
燭

に
在
て
は
、
二
十
本
以
下
入
の
函

に
五
寅
、
大
な
る
甑
に
あ
り
て

論

既

倒
逸
帝
国
に
於
一7
る
税
制
の
登
建
な
論
ず

第
十
二
巻

(第
一號

七
七
)

七
七



論

説

獅
逸
帝
国
に
於
け
る
税
制
の
嶺
達
を
論
ず

第
十
二
巻

(第

一
號

七
八
)

七
八

は
、
二
十
本

を
超

ゆ

る
毎

に
五

交
を
加

ふ
る

こ
ご

、
な

っ
て

み
た
。

以

上
述

ぶ

る
所

に
依

て
之
を
観
れ
ば
清
費

税

は
凋

逸

税
制

の
中
軸

で
あ

る
に
拘
ら
ず

、
其
獲

達

は
比
較
的

に
邊

も

も

カ

も

や

あ

モ

ヘ

ロ

め

も

カ

ヤ

ゐ

ヘ

マ

も

も

あ

も

ヘ

マ

へ

も

へ

し

も

も

へ

も

れ
て
ゐ
π
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
訟
、
内
地
消
費
税
の
課
税
形
式
は
長

い
間
多
く
原
料
税
や
容
盟
税
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
.

つ

う

り

う

も

ヘ

セ

も

も

ら

カ

リ

も

も

も

も

も

マ

へ

ゆ

り

ヵ
　

サ

も

へ

も

も

も

や

あ

現
に
萎
酒
税
煙
草
視
の
如
き
大
戦
の
前
に
至

る
迄
原
料
税
で
止
ま

っ
て
居

っ
た
、
只

一
九
〇
二
年
に
成

立
し
だ

シ

ヤ

ヘ

セ

ヤ

や

し

も

へ

リ

ヘ

マ

も

た

へ

も

ヨ

も

も

も

も

ロ

も

ガ

レ
7

,
税
は
其
例
外
ε
見
る
こ
ご
が
出
来
る
。
此
外
砂
糖
視
火
酒
挽

の
如
き
も

一
入
八
七
年
迄
は
原
料
視
若
く

も

マ

も

ヤ

リ

へ

　

を

マ

ヤ

ヤ

ヤ

ヘ

ヤ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ロ

ロ

モ

ヤ

セ

も

へ

ち

し

　

り

も

ミ

　

へ

も

モ

ヘ

へ

し

マ

も

む

は
容
.雑
税
で
あ

っ
た
、
此
の
如
く
幼
稚
な
る
課
税
方
法
の
採
用
せ
ら
れ
た
る
は
生
産
者
が
租
税
の
清
韓
を
打

て
恰

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

て

へ

う

セ

マ

エ

ヤ

ヘ

カ

あ

も

や

も

ヘ

ェ

ゐ

へ

リ

へ

も
奨
励
金
を
得

る
様
の
地

位
を
失
は
ざ
ら
ん
ご
し
た
が
爲
で
あ
る
。
此
幼
稚
な
る
課
税
方
法
に
糊
し
て
最
も
進
歩

も

も

へ

あ

　

　

ち

し

へ

っ

の

し

つ

し

ら

や

し

ヘ

へ

も

み

ヵ

で

し
た
る
も
の
は
專
費
課
視
方
法
で
あ
る
が
、
此
期
饗
の
威
望
ε
智
略
を
以
て
し
て
も
街

一
び
煙
草
專
責
案
(
}
八
八

ヤ
　

も

セ

も

コ

も

へ

ね

ゆ

セ

　

も

　

リ

マ

も

も

も

二
年
)
に
敗
れ
再
び
火
酒
專
賀
案

二

八
八
六
年
)
に
敗
れ
た
の
で
あ
る
、
足
れ
皆
地
主
井

に
資
本
家
の
利
害
關
係

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

り

む

　

む

む

む

り

む

む

む

じ

む

者

に
依
て
阻
ま
れ
た
矯
め
で
あ
る
。
.之
を
要
す

る
に
濁
逸

の
消
費
税
は
帝
国
成
立
後
四
十
年
を
経
て
多
少
進
歩
七

む

む

　

　

む

む

　
　

む

む

　

む

む

む

む

む

　

　

　

　

む

む

し

ほ

む

む

む

　

む

　

む

　

　

ロ

む

む

来

っ
た

け
れ

こ
も
、
多
く
は
荷
.幼
稚
な

る
課

税
方
法

で
止

ま

っ
て
居

っ
た
ε
謂

は
ね
ば
な
ら

の
。

三

流
.通

税

の
獲
達

り

　

　

　

　

流
通
税
の
萌
芽
は
既

に

一
八
六
九
年
⊥
八月
十
日
の
北
凋
聯
邦

の
手
形
印
紙
撹
に
表
は
れ
て
る
た
、
真
北
凋
聯
邦

の
手
形
印
紙
税
は
先
づ
帝
国
の
手
形
印
紙
税

ε
な

つ
だ
、
尋
て

一
八
七
八
年
七
月
三
日
に
骨
牌
税
が
成
立
し

一
八

八

一
年
七
月

}
日
に
取
引
所
税
が
出
來
た
、
此
三
者
は
所
謂
印
紙
税
を
形
く

っ
だ
。
庭
が
骨
牌
挽
は
大
戦
前
迄
何



,

ρ

等
鍵
更
せ
ら
れ
な
か
っ
た
、
手
形
印
紙
税
ぽ
只

一
八
七
九
年

}
九
〇
九
年

に
多
少
改
正
せ
ら
れ
把
に
過
ぎ
澱
、
從

　

　

　

コ

て
共

に
獲
達
の
見
る
べ
き
も
の
が
な

か
っ
た
。
.反
之
取
引
所
税
は
大

に
獲
達
し
た
。
取
引
所
視
は
其
初

め
株
券
公

債
肚
債

の
獲
行
隔
取
引
所
費
買
取
極
書
,
窟
籔
券

の
獲
行
に
劃
す
る
印
紙
税
で
あ

っ
た
が

一
八
八
五
年
五
月
二
十

九
日
の
法
律
は
荷
取
引
所
内

に
於
け
る
外
囲
貨
幣
外
国
有
償
證
券
の
取
引
井
に
取
引
所
外

の
委
托
責
買

に
税

し
、

一
入
九
四
年
四
月
二
十
七
日
の
法
律
井
に

一
九
〇
〇
年
六
月
十
四
日
の
法
律
は
大

に
是
等
の
税
率
を
高
め
、
後
者

は
更

に
鑛
町
持
分
券
、
.利
札
船
荷
證
券
を
税
し
、

一
九
〇
六
年
六
月
三
日
の
法
律
は
荷
造
て
荷
物
證
券
、
乗
車
券
、

自
動
車
許
可
調
馬
會
肚
重
役
報
酬
金
、
登
鎌
株
式
を
税
し
、

一
九
〇
九
年
七
月
十
五
日
砂
法
律
は
又
小
切
手
、
土

地
所
有
権
移
韓
を
税
し
、

一
九

=
二
年
七
月
三
日
の
法
律
は
更

に
叉
曾
肚
契
約
、
保
険
證
券
を
税
す

る
に
至
っ
た
、

.

.

●

●

●

o

法

律

は

是

等

を

総

括

し

て

帝

国

印

紙

税

ε

名

け

て

る

る

、

今

其

内

容

を

分

析

す

る

ε

左

の

十

二

建

な

る
。

ユー

有

償

證

券

印

紙

税

。

所
謂
獲
行

税
(
国
忌

里

8

の田6
話

「》
・
い
ふ
も

の
で

一
九
〇
九
年

の
法
律

に
依
ろ
ご
之
海
産
の
二
に
分
け
ろ
。

　

ラ

ラ

甲
株
券
。

a
株
券
の
額
面
に
封
し
百
分
の
三
若
く
に
梯
込
額

二
十
麻
毎

に
六
†
　久
た
課
す
る
も
の
ρ
b
鑛
山
持

分
證
券

一
通
毎

に
五
厭
な
課
す

る
も

8

の
。

乙
公
債
肚
簡
券
.

a
丙
國
債
券

に
射
し
百
分
の
二
な
課
す
る
も

の
。
b
外
國
公
債
證
券
井
に
鐵
道
會
忙

々
借
券

に
射
し
百
分
の

一
な
課
し
-
其
他

の

く

く

じ

う

ほ

祉
借
券
に
百
分
の
三
々
課
す
る
も
の
。

c
内
国
地
方
不
動
産
債
券

に
謝
し
百
分
の
五
な
課
す
ろ
も
の

3

ラ2

配

當

證

券

利

札

椀

。

所
謂

爵

野

路

・・①
・
ミ
い
ふ
も
の
で
あ
ろ
、

「
九

一
三
年
の
法
律

に
依

る
ご
、
丙
外
法
人
の
配
當
直
穿

ド
に
其
根
源
た

る
株
券

の
頒
価
に
射

し
百
分

一
、
内
外
國
の
債
券

に
封
ず

る
利
札

に
は
債
券
額

の
千
分
五
、
内
國

の
地
方
團
艦
等
が
国
家
の
承
認
葬
経
て
強
行
マ
る

債
券
の
利
札
に
に
債
券
額

の
千
分
二
た
課
ブ
。

輪

読

捌
逸
帝
国

に
於
け

る
税
制
の
帆強
達
か
論
で

第
十

二
巻

(第

一
號

七
九
)

七
九

五 」



、

論

説

濁
逸
帝
国

に
於
け

ろ
税
制
の
嶺
逡
な
論
ず

第
十
二
巻

〔
第

…
號

入
O
)

入
O

ラ3

費

買

取

引

税

Q

所
謂
取
極
税

ハω
∩ゴ
冨

旨
露

量

2
①
「)
ご
い
ふ
も
の
で
・
之
々
左
の
二

に
分
け

ろ
。

(

一a
外
国
逓
貨
拝

に
有
償
證
券

の
取
引
に
課
す
る
も
の
.
其
中
で
外
國
通
貨
井
に
株
券
債
券
の
取
引
に
11
萬
分
の
二
な
、
鋸
山
捨
分
證
券
に
に
千
分
の

(

一
な
、
其
他

に
は
萬
分
の
三
島
課
す
・

、
.

'

ンb
取
引
所
ド
於
げ
ろ
商
品
取
引
に
課
す

ろ
も
の
、
其
税
率
に
千
分
の
四
で
め
る
。

,

ー

ー

4
.官
[籔

山分
税

。

は
富
籖
の
籔
券
に
課
で
る
税
で
あ

ろ
、
之
な
分
て
二
こ
す
る
。

(

う

に

a
丙
國
富
籖
券
税
。
額
面
に
射
し
二
割

を
課
す

ろ
。

×b
外
画
富
籤
券

税
。
額
面
に
射
し
二
割
五
分
な
課
す
る
。

一

(

5

荷

物

鰍覗
山
分
印

紙

税

。

に
荷

物
證
券
に
課
す
ろ
税
で
あ

ろ
・
之
海
分
て
三
ざ
す
だ
。

(
.

ラa
外
画

の
海
港

ご
自
H國
ご
の
間
の
船
荷

證
券
に
課
す
う
も
の
、幽
其
税
率

は
、一
通

一
廓
Q

N

、

.

侮
両
国
海
港
ε
北
海

バ
ル
チ
・
〃
海
諾
威
の
港
ピ
の
間
の
船
荷
證
券
に
課
す
る
も
の
、
其
税
率
に

一
通
毎

に
+
交
。

ラC
其
他

の
船
荷
鐙
赤
井
に
幟
揃
荷
物
證
券
に
課
す
ろ
し
の
、
其
税
率
は
額
面

二
十
丑
麻
以
下
に
封
じ
二
十
丈
若
く
に
五
十
文
鳴
二
十
五
麻
以

上
に
劃

(
し
五
十
交
若
く
は

一
株
で
め

る
。

ラ

.

6

通

行

税

。

け
鐵
道
・
電
車
・汽

難

の
乗
客
運
輸

に
寧

ろ
も
の
で
客

車

の
等
級
"蓮

賢
の
高

ε
接

て
・
五
交

乃
至
入
府
讒

す
る
・

N7
自
動
車
挽
。
は
島

鹿

妻

壽

可
状
F
射
し
絡
む
・
撃

あ
ろ
・努

畠

草
々
輪
に
射
し
+
麻
・
馬
蚕

接

て
一手

蘇

乃
至
百
五
+

(

麻
々
諜
マ
る
の
で
あ
る
D

　8

重

役

報

酬

視

。

ぱ
重
役
報
酬

の
百
分
の
八
な
會

肚
よ
り
徴
牧
す

ろ
』
の
で
め
ろ
・

(

.

ラ9
小

切
手
視

。
に
小
切
手
「
撃

ろ
あ

で
這

毎
に
妄

の
奪

あ
る
』

九
=
牟

±

【月
三
+

百

限
り
摩

ろ
豫
定
で
あ
ろ
・

(

!



鋤
士
地
所
有
権
移
麗

・
量

地
所
有
羅

蟹

際
に
撃

ろ
も
の
で
丑

繋̂

機

略
の
%
ぞ

あ
る
昆

樽

鋤
い
て
呈

番

雑

の

(

成
立
す

る
迄
+
割

の
附
加
税
な
課
す
る
こ
ε
＼
な
っ
て
居

っ
た
。

ラー-
會
肚

契
約
視
。

・・昏

祀
の
段
碁

資
其
他
の
契
約
に
税
著

あ

で
、
再

之
差

の
四
に
分
げ
・
・

(

ラa
會
肚

の
創
設
及
塒
資

に
關

ず
る
印
紙
税
。
會
肚

の
麗
類

に
依
て
異

っ
た
ム
税
率
な
課
す

る
。

遅
.

、

b
土
地
物
上
灌
特
権
動
産
響
を
曾
肚
に
出
資
す
る
際
に
徴
す

ろ
印
紙
税
。
出
資

の
目
的
物

に
從
ひ
其
税
率
炬
異
に
す

Xc
會
祉
財
産

F
封
ず
る
権
利

の
凝
輿

に
際
し
て
課
す
る
印
畷
税
。
雷
導
者
、
會
融
、
及
財

産
の
種
類

に
從
ひ
税
率
心
異

に
す

×d
鍍
山
同
業
組
合
其
他

の
團
盤

に
…劃
し
て
ば

一
定
硯
華
々
課

す
ろ
o

(
此
税
に
有
価
證
券

印
紙
税

よ
り
分
れ
た
税
こ
見

ろ
こ
ピ
が
出
来

ろ
、
そ
こ
で
有
償
證
券

印
紙
撹
に
鑛
山
持
分
鐙
券

の
鰻
行
に
關
す
る
税
こ
外
画

株
券

の
猶
行
に
關
す
る
税

ピ
公
債
触
債
券
登
行
に
關
す
る
撹
ε
布
包
括
す
る
こ
ざ
」
な
ろ
。

ラー2

保

険

證

券

印

紙

視

。

に
保
隙
證
券
に
税
す
る
も
の
で
更
に
之
な
四
に
分
け
る
。

.

(

ラa
生
命
保
隙
に
課
す
る
も
の
・
其
税
率
ば
千
分
五
。

員b
運
逡
侃
瞼
に
課
す
う
も
の
、
共
税
率
は
百
分

「
若
く
は
千
分
五
。

ラ

コ

C
盗
難
保
阪
硝
子
保
隙
に
課
す
る
も
の
、
其
冊
…牽
に

一
割
。

瓦d
火
災
保
隙
F
課
す

う
も
の
、
其
税
率
に
動
産
に
あ
り
て
萬
分

一
牛

、
不
動
産

に
あ
り
て
+
萬
分

一
、

(
此

の

如

く

凋

逸

の

印

紙

税

は

大

戦

前

に

近

い

て

異

常

の

鞭

達

を

遂

げ

舟

、

併

し

乍

ら

共

印

紙

税

な

る
も

の

を

取

む

む

む

り

て

一
々
黙
俊
す

る
に
、
必
ず

し
も
性

質
上
流
通
税

に
厨

事

る
も

の
を
包
括

し
て

み
る
ご
は
謂

へ
諏
。
自
動
車
税

の

し

ヤ

マ

も

も

や

如
き
は
明
に
奢
侈
税
で
あ
る
、
奢
侈
視
た
る
以
上
は
消
費
税

ε
い
ふ
こ
ε
が
出
來
る
け
れ
こ
も
、
之
を
間
接
税
ざ

カ

ヨ

も

し

も

も

ろ

へ

も

む

む

云
ふ

の
は
穏
當

で
な

い
、
差

し
自
動

車

を
有
す

る
者
が

年

々
直

接

に
支
彿

ふ
視

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
更

に
重
役

論

説

蜀
逸
帝
国
に
於
け
る
税
制
の
獲
達
為
論
ヂ

蕗
十
二
巻

(第
　
號

八

ご

八
一

、

㌧.



論

説

劉
池
帝
圃
に
於
げ

る
税
購
の
獲
逡
な
論
ず

第
+
二
巻

(第

一
號

八
二
)

八
二

ゆ

O

α

、

、

、

、

・

、

、

塾

、

、

、

、

、

鴇

、

,

、

、

、

、

、

*

「報
酬
税
に
至
て
は
、
個
別
所
得
税
で
あ

っ
て
明
に
直
接
税
で
あ
る
。
學
者
或
は
此
税
は
個
別
的
所
得
税
で
な

い
ε

論
ず

る
も
の
が
あ
る
、
呉
論
ず

る
所
に
從

へ
ば
斯
得
税
は
生
艦
税
で
め
つ
て
、

一
定
期
に
所
得
を
得

る
人
が
之
を

拙
ふ
.べ
き
も
の
で
あ
る
、
然
る
に
重
役
報
酬
視
は
其
重
役
が
報
酬
を
受
取
る
に
先
て
會
血
よ
り
支
彿
ふ
も
の
で
あ

み
ネ

る
か
ら
所
得
税
の
主
観
視
た
る
性
質
を
具

へ
澱
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
余
を
以

て
之
を
観
る
に
、
.比
論
は
細
視
者
に

拘
泥
し
て
視
の
本
質
を
穿
鑿
す

る
こ
ご
が
充
分
で
な

い
、
元
来
重
役
報
酬
視
は
重
役
を
し
て
質
権
せ
し
む
る
を
趣

旨
こ
す
る
も
の
で
あ
る
、
會
肚
を
し
て
納
税
せ
し
む
る
は
、
徴
税

の
便
宜

に
外
な
ら
撮
、
租
税

の
橋
脚
よ
り

い
へ

ば
勤
勢
所
得
税
で
あ
る
ξ
謂
は
ね
ば
な
ら
の
、
.假

に

「
歩
を
譲
り
勤
勢
所
得
税
で
な

い
ご
し
て
も
、
此
視
は
消
費

税
ご
も
い
ふ
こ
ε
.が
出
來
漁
、
間
接
税
ご
い
ふ
こ
ε
も
出
家
な

い
。
現
に
論
者

の
如
き
も
之
を
以
て
収
益
視
の

H

も

り

も

し

た

あ

へ

も

り
　

ヤ

も

へ

た

ε
し

て
み
る
、
真
意

臓
會
肚

の
牧
盆

よ
b
支
捌
は

る

、
か
ら

で
あ

る
、
而

し
て
牧

益
税

こ
す

る
以
上
は

そ
が
直
接

も

へ

る

も

ミ

た

も

カ

リ

ぬ

ぬ

税
π

る
を
許

さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

り

む

む

む

む

り

ゆ

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

ほ

む

　

　

む

む

む

む

以
上
論
ず
る
所

に
依
て
之
を
観
れ
ば
、
猫
逸
帝
国
税
法
の
鞍
達
は
流
通
視
の
名

に
隠
れ
て
漸
次
直
接
挽
の
領
域

　

む

ロ

む

　

ロ

む

　

む

む

　

ほ

む

ロ

ロ

　

む

む

　

む

に
踏
み
込
ん
で
来
た
も

の
ご
断
ず
る
こ
ご
が
出
家

る
、
こ
は
印
紙
税
に
於
て
も
既

に
其
謹
糠
を
徴
す

る
こ
ご
が
出

家
る
が
、
印
紙
税
よ
り
獲
達
し
て

一
種
の
財
産
税

の
形
を
探

っ
て
來
た
所

の
相
続
税
、
土
地
増
儂
視
に
至
て
最
も

署
し
く
現
は
れ
、
更
に
帝
国
所
有
視
井
に
臨
時
国
防
税
砕
成
る
に
及

て
全
く
露
骨
的
に
現
は
れ
て
來

π
、
仍

て
余

ぱ
…進
で
此
等
の
税
を

一
瞥
せ
ね
ば
な
ら
諏
。

畳Eheberg.Fi証aDzwissenschaft.12Aufl.S..272

器Conrad.Finanzwissenschaft6.Aufl.S.Io8.



■

四

税
制
の
一
韓
国
と
直
接
税
の
凝
蓬

直
接
税
ε
云

へ
ば
、
所
得
視
牧
益
税

　
般
財
産
税
相
綾
税
土
地
増
儂
椀
等
が
聯
想
ぜ
ら
れ
る
が
、
此
等
の
税
は

由
來
各
聯
邦
井

に
地
方
團
艦
の
租
税
こ
し
て
残
さ
れ

舟
囲
が
之
を

侵

さ
る
、
を
以
て

傳
統
的
政
策
ξ
し
て

居

っ

た
・
そ
こ
で
此
等

の
枇
ば
各
聯
邦
井
に
地
方
團
膿

に
於
て
頗

る
獲
達
し
て
居

つ
だ
。
普
魯
西
が

天

九
三
年
の
枇

胴
改
革
以
來
、
所
得
税
を
主
税

ご
し

一
般
財
産
挽
相
纏
視
を
以
て
補
充
税
ε
し
、
牧
益
税
を
地
方
團
禮

に
移
す
の

主
義
を
探
る
や
、
他
の
諸
邦
も
次
第
に
之
に
黴
び
所
得
税
を
中
心
ご
し

一
般
財
産
穐
相
続
視
を
以
て
之
を
補

ふ
の
.

税
制
が
次
第

に
螢
達
し
て
來
淀
、
牧
益
税
は
地
方
團
禮
に
任

さ
な

い
國
も
め

っ
た
。
土
地
増
横
挽
は
地
方
團
艦
の

枕

ご
し
て
次
第

に
獲
達
し
て
來
た
。

此
の
如
く
直
接
税
は
各
聯
邦
井
に
地
方
團
艦
の
挽
ε
し
て
獲
逮
上
衆
セ
も
の
で
あ
る
、
今
帝
国
が
此
等
の
挽
の

領
域

に
這
入
ら
う
ご
す
る
ピ
勢

ひ
、
各
聯
邦
井

に
地
方
團
艦
の
視
権
ε
競
合
せ
ざ
る
を
得
な

い
、
そ
こ
で
帝
国
は

各
聯
邦
の
主
枇
.た
る
所
得
挽
を
避
け
て
、
補
充
税
ε
も
見
る
べ
き
相
綾
視
土
地
増
儂
視
財
産
視
よ
り
這
入

っ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
余
は
今
、
是
等
の
税
が
帝
煙
挽
ご
な

っ
た
順
序
に
從
ひ
其
大
要
を
述

べ
て
見
や
う
ご
思

ふ
。
重

役
報
酬
視
は
直
接
税
だ
る
に
相
違
な
け

れ
ご
、
前
既

に
述

べ
だ
れ
ば
重
て
論
ぜ
な

い
。

　

り

　

相
続

視

は
素

ε
聯
邦
諸
国

の
視

で
あ

っ
た
が
、

一
九

〇
六
年
七
月

一
日
所
謂

う
7
ソ
ゲ

ル
財
政

改
革

に
依

て
帝

論

説

濁
逸
帝
国
に
於
け
る
冊恥制
の
獲
達
細
論
す

・

第
十
二
巻

(第
.「
號

八
三
)

八
三

●

,

9



7

「

■

論

説

樹
逸
帝
国

に
於
け

ろ
稔
瓢
の
毅
激
〃な
論
ず

第
十
二
借

(第

一
號
,

八
四
)

八
四

國
椀
に
移
さ
れ
た
、

一
九
〇
九
年
七
月
十
五
日
の
法
律

一
九

一
三
年
七
月
三
日
の
法
律

に
依
て
更

に
修
正
せ
ら
れ

た
。
相
続
視
が
帝
国
税
ε
な
る
ご
聯
邦
諸
國
の
財
政
は
薦
め
に
大
に
打
撃
を
被
ら
ざ
る
を
得
な

い
謬
で
あ
る
、
そ

こ
で
相
綾
挽
の
吸
入
は
其
幾
分
を
聯
邦
諸
國
に
舜
與
す

る
こ
ε
に
し
㊧
、
其
身
與

の
割
合
は

「
九
〇
六
年
に
は
三

分

一
.で
あ
っ
党
が
、

一
九
〇
九
年
に
は
四
分

一
.ご
な
り
、

】
九

=
二
年
に
は
五
分

一
こ
な

っ
た
.、
加
之
、
各
聯
邦

に
は
相
続
税
に
附
加
挽
を
課
す

る
こ
ε
を
許
し
た
。
此
く
し
て
帝
國
の
牧
む
る
割
合

は
段

々
多
き
を
加
ふ
る
こ
ε

、
な

っ
た
。

相
続
税
は
五
百
腕
以
上
の
財
産
を
相
続
す

る
場
合

に
其
財
産
傾
格
に
射
し
て
税
す
る
も
の
で
か
る
相
続
人
が
直

む

む

む

累
算
騙
又
は
配
偶
者
た
る
ε
き
は
之
を
冠
す
る
。
其
視
牽
は
相
綾
人

の
受
く
る
財
産

の
大
な
る
に
從
ひ
て
累
進
し
、

相
続
人
の
被
相
続
人
に
封
測
る
親
等
の
疎
な
る
に
獲
て
累
進
す
る
こ
ε

、
な
っ
て
居

た
、
今
其
親
等

の
程
度
に
依

る
累
進
税
率
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ

る
。

、

一

九

〇

⊥ハ

聖
王
の

法

律

}

I

l

卜
l

l

J

「
級

両
親

井

二
兄

弟
姉

妹

、
貫

穿
儘
.

:
、
:

・・
…

…

:

・螂

・

祀

父

母
及
其

尊

囎

(曳

姑

、綴

親

、
婚
嫁

、綴

見

、
兄
弟

姉

%

二
級

妹

の

一
親

等

鼻
嵐

、庶

子

.其

鼻

属

、養
工
」
、其
身

屈

6

三
級

伯
叔

父

母

:
:

:

:
…
.

・・
:

…

:

:

:
:
・
…

:
.%

　
お

四

級

其

他

の

相

続

人

・
:

:

・
・
:

:

・
:

:
.
・
・
二

・
.;

:

:
.
.
幅1

五

級

之

々

映
.
く

・
:

・
:

:

・
・
…

:

:

:

・
・
:

:

■
・
.
.、
・
…

一

九

「

三

年

の

法

律

五 四 三rニ 一

級 級 級 級 級

}

り

両

親

兄

弟

姉

妹

・
…

…

:

:

:

・
・
.
・
・
:

…

:

:

:

■
%4

兄

弟

姉

妹

の

一
等

親

鼻

厩

:

:

・
:

…

・
.
:

…

■
:

:

%う

簸

熊
鷹
轟

醐
勲
磯
藤
醒
噸

・…
…
・…
碗

兄

弟

姉

妹

の

二

親

等

、
伯

叔

父

母

、
傍

系

の

二

親

等

:

・
・
%　

其

他

の

相

続

人

:

:

;
:

:

:

■
:

:

.
:

・
:

.
:

.

.
:
曜1

両
親
、庶
子
、
嚢
子

か
相
綾
す
る
場
合

に
に

一
萬
麻

以
下
な
免
す

騨

■



更
に
相
緬
人
の
取
得
す
る
財
産

に
依
り
総
て
の
等
級

に
通
し
前

記
税
率

に
謝
し
左
の
附
加
挽
牽
が
課
せ
ら
れ
る
。

取

得

財

産

額

二
〇
δ
8
麻

な

超

ゆ

う
こ
告

…

・
・:

冒δ
δ
O
O麻
.蝕
超

ゆ

る
守こ
さ
・段

:

:

罫
]
δ

OO
麻

准
超

ゆ
み

ざ
き

:

;
:

・

七
五
δ

8
麻

な
超

ゆ

う
ε
奇

:
.
・:

・

一8

、
0
8
麻

存
柵胆
ゆ

る
ざ
き

:

:

・:

附

加

税

牽

(親
等
税
牽
に
謝
し
〕

50%40%30%20%10%

・
得
財
産
額

劉

騨

號
轟

　貫

。
8
麻

為
超

ゆ
を

妻

…

.
;

■…

…

.
:
解　

§

・§

蜂

起

砂
を

き

;
…

響
:
…

…

嘱7

そ
れ
よ
叫
以
ト
に
取
得
財
産
.十
萬
麻

な
加

ふ
み
毎

に

附
加
税
識

奮

し
百
萬
麻
に
讐

野

附
加
す
る

　

う

　

ユ

に

至

て

止

め

ろ
。

.

〆

此
税
率
に
依
て
考

ふ
る
ご
き
は
最
高
牽
は
百
萬
蹴
蹴
上
の
相
綾
財
産
に
劃
し
.第

一
級
に
あ
り
て
は

一
割

、
第
二
級

に
め
り
て
は

一
割
八
分
第
三
級

に
あ
り
て
は
二
割
第
四
級
に
あ
り
て
は
二
割
五
分
ご
な
る
澤
で
め
る
。
.

寺
院
や
宗
敏
團
髄
や
、
慈
恵
團
艦
が
相
続
す
る
場
合

に
は
、
五
千
航
以
上
の
財
産
に
劃
し
て
百
分
五
.の
定
率
を

醒

課
す
る
に
止
ま
る
。

相
纏
税
は
此
の
如
(
最
高
率
を
見
て
も
術
必
す

し
も
高
し
ざ
せ
な

い
、
.且

つ
多
く
の
場
合
に
於
て
は
直
系
鼻
島

井

に
配
偶
者
が
相
繧
す

る
こ
ご

・
な
る
の
で
め
る
が
、
其
相
綾

に
は
視
を
課
せ
な
い
が
ら
、
税

の
収
入
は
勢
ひ
多

く
な
り
得
な

い
、
加
之
相
続
人
が
其
取
得
す

る
範
園
に
於
て
相
繧
椀
を
支
佛

ふ
ε
す
る
以
上
は
、
被
相
綾
人
の
相

カ

へ

も

も

し

も

マ

ヤ

も

　

リ

ヤ

も

へ

し

も

綾

倒
産

は
全
部

が
課

税

せ
ら
れ

て
る

る
順
調

へ
な

い
、
是
が
散

に
掴凋
逸

の
相

細
視
怯
、
第

一
に
は
税
率

を
高

め
、

輪

読

濁
逸
帝
劇
に
於
け
る
税
制
の
嶺
達
た
論
ず

ヒ

第
十
二
巻

(第
一
號

八
五
)

八
五



論

説

欄
逸
帝
圃
に
於
げ

ろ
税
制

の
獲
達
炬
論
ず

第
十
二
巻

(第

}
號

八
六
)

八
六

つ

も

　

ヤ

ヤ

う

も

ゆ

も

ヘ

カ

い

も

　

も

　
も

し

コ

も

へ

も

ヘ

エ

も

も

う

も

　

ロ

　

ヤ

ぢ

ヤ

も

セ

も

も

や

し

も

し

ヵ

も

第
二
に
は
、
相
続
視
義
務
者

の
範
圃
を
撮
躾
し
第
五
に
は
相
続
財
産
税
を
起
す
の
必
要

か
あ
る
ご
謂
ふ
こ
ご
が
出

ヘ

ヤ

凍

る
、
大
戦
前

に
於
て
政
府

は
此
方
向

に
向
て
努
力
せ
し
も
成
功
せ
な
か
っ
た
。

コ

　

　

　

　

土
地
堰
償
税
は
従
来
市
町
村
穐
ご
し
て
行
は
れ
て
居

っ
た
が
、

一
九

一
一
年
二
月
、十
四
日
の
.法
律

に
依
て
帝
國

椀
ε
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
、
尤
も
光
視
は
既
に

一
九
〇
九
年
の
印
紙
挽
注

に
依
て
豫

め
待
ち
設
け
ら
れ
、

其
成
立
迄

の
渦
渡
期

に
於
て
は
土
地
所
有
権
移
轄
印
紙
税
脳
を
二
倍
こ
す
る
こ
ご
に
な

っ
て
居

っ
た
。
.此
税
も
地

方
視
を
奪
て
帝
国
視
円
し
だ
も
の
で
る
る
か
ら
、
其
牧
人
の

一
割
を
各
聯
邦

に
四
割
を
市
町
村

に
分
奥
す
る
こ
ε

、
し
だ
の
で
あ
る
D

土
地
増
儂
挽
は
土
地
所
有
者
が
勢
せ
す
し
て
得
た
る
償
格
の
増
加
に
税
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
、
土
地
所
有
擢
の

.

移
韓
ξ
云
ふ
事
實
を
捕

へ
る
の
で
あ
る
、
從
て
課
税
す

べ
き
贋
格
は
所
得
贋
俗
輩
譲
渡
償
格

ご
の
差
額

ざ
な
る
、

所
謂
差
増
額
で
あ
る
。所
得
椴
格
は

一
八
八
五
年

一
月

一
日
迄
溯
り
て
之
を
決
定

し
、灘
渡
償
格
.は

一
九

一
「
年

一

月

一
日
以
後
實
際

に
生
℃
た
る
も
の
に
依
る
、
而
し
て
其
譲
渡
償
幣
が
建
築
地
に
於
て
二
萬
続
を
下
り
、
其
他
の

土
地

に
於
て
は
五
千
踊
を
下
る
場
合
は
之
を
発
す
る
、
叉
取
得
償
格

に
は
、
取
得
費
ε
し
て
其
償
格
の
百
分
四
を

加

へ
更
に
建
築
費
其
他
の
改
頁
費
を
も
加

へ
る
。

　

む

し

カ

も

も

カ

し

も

ら

サ

う

う

も

で

カ

も

ぬ

　

ヤ

ミ

も

ヵ

リ

へ

し

う

ヤ

税
率
は
第

一
に
差
増
額

の
所
得
顔
に
封
ず

の
比
の
大
小
に
依

て
累
進
税
率
を
課
す
る
、
蓋
し
差
増
額

の
取
得
額

、

に
比
し
大
な
れ
ば
大
な
る
程
捲
税
力
が
大
蓬
な
る
か
ら
で
あ
る
。
其
挽
傘
は
左
の
如
し
。



取
得
須

「
O
Q
に
封

で
る
藩
滑
額
の
比

「
O
以
下

「
O
一
三
〇

差
財
額

一ト
封

マ
る
視
車

幅処11

取
得
額

「
0
0
ド
封

ず

ろ
差
堵
額
の
比

三
〇
i
五
〇

五
〇
1

七
〇

す差
ろ番
税額
恥 二

13%12%野

比
の
如
鼻

増
額
の
取
引
額
に
封
ず
る
姦

を
加
ふ
る
毎
に
税
率
を
蛎
宛
遊
増
し
て
行
き
差
増
額
の
取
得
額
に

謝
す

る
比
甥
に
、

税
率
曜
を
課
す
る
に
至
て
止
め
る
、

即
ち
費
波
儂
格
が
取
肌
償
幣

の
三
倍
に
達
し
π
ε
き
に
差

り
】

3

増
額
の
三
割
を
枕
す
る
の
が
最
高
限
ε
な
る
の
で
あ
る
9
.

馨

第

二
に
恐

龍

総

蓼

齢

昇

か
馨

い
・
即
ち
所
有
期
間
一
番

に
税
額
募

一
を
減
す
る

の
で
あ
る
、
蓋
し
所
有
者
が
長
く
所
有
す
れ
ば
す

る
程
偶
然
利
得
の
性
質
が
薄
ら

い
で
征
く
か
ら
で
め
る
。

土
地
増
慣
税
は
此
の
如
く
し
て
不
勢
利
得

に
税
す

る
の
趣
旨
よ
り
出
で
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
一
力

」
⊃
牟
ぜ

カ

も

ぬ

へ

ち

セ

も

カ

モ

マ

エ

ヤ

カ

ヘ

ヤ

へ

し

や

ヤ

ヤ

ヤ

で

マ

ル

ヤ

へ

も

月
三

口
の
法
律

に
張
り
帝

国
挽

ざ
し
て
は
塵

せ
ら

る

、
こ
ε

、
な

っ
た
、
そ

こ
で
土
地

増
償
視

は
聯
邦

の
視

井

に

、
地
方
團
鵬

の
税

ざ
し
て
残

る

こ
ε
に
な

っ
た
。
.帝

國
視

ξ
し
て
磨

せ
ら
れ
た

こ
ご
は
不
勢
利
得
課
税

の
上

に

一
退

　

む

レ

む

　

む

む

　

む

　

む

む

　

　

　

　

　

む

　

む

む

　

　

む

歩
を
恭

し
た
様

に
見

ゆ
る
が
、

さ
う

で
な

い
、
土

地
増

債
視

は
帝

国
[枕

こ
し
て
形

の
上

に
亡

び
た
け
れ
こ
も

、
其

む

む

　

　

　

　

　

　

　

む

む

　

む

む

ほ

む

む

　

　

む

む

　

む

の
精
神
は
活
き
て

一
般
財
産
増
慣
視
だ
な

っ
て
生
れ
て
來
た
、
是
れ
土
地
ε
労
ふ
特
殊
財
産
の
増
価風
に
税
す

る
も

の
よ
b

一
般
財
産

の
増
儂
に
税
す

る
も
の
に
纏
ん
だ
こ
ピ
を
意
味
す

る
に
外
な
ら

瀕
、
不
勢
利
得
税

の
勝
利
ε
謂

　

は
ね
ば
な
ら

幽
。

論

断

蜀
逸
帝
圃
に
於
け
ろ
現
制
の
襲
蓮
な
論
ず

勇
士
.蓉

(號

】競

八
七
)

八
七

*Konrad.a.a.O.S,243



.

.

o

論

説

獅
逸
帝
国
に
於
け
る
税
制

の
獲
蓮
か
論
ず

第
十
二
巻

(
第

一
號

八
入
)

八
八

　

　

　

り

　

　

　

一
般
財
産
増
債
視
は

一
九

=
二
年
七
月
三
日
の
法
律
に
依
て

初
て
起
さ
れ
た

税
で
あ

っ
て
、

法
律
の
名
親
は

　

　

　

　

の

ヨ

帝

國

所

有

椀

(
図
o
団o
訂

σ
島
凶討
論
窪

9

)
ε

な

っ

て

居

る

、

此

撹

ε

次

に

述

べ
ん

こ

す

る

臨

時

国

防

挽

(
を

o
耳

『
o
[茸
p
σq
)

　

　

む

む

む

　

　

ロ

　

　

　

り

む

　

　

　

　

む

ε
は
人
戦
前

に
於

て
濁
逸
が
試
み
た
軍
備
振
張
の
結
果
ε
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
、
即
ち
側御
逸

は
軍
備
櫨
張
の
.

爲

め
に
十
億
蹴
の
臨
時
費
ご

一
億
八
千
五
百
萬
厩
の
経
常
費
を
要
す
る
に
至

っ
た
、
此
互
額
の
経
費
は
到
底
消
費

む

　

ゆ

む

　

　

む

む

ラ
　

り

む

　

　

む

ゆ

ロ

む

む

視
や
流
通
税
で
支
耕
す

る
こ
ε
が
出
来
な
か

っ
た
、
是
に
於
て
帝
国
は
從
來
の
租
税
政
策
よ
り

　
廻
繭
を
な
し
、

む

　

む

つ

む

　

　

　

　

　

つ

　

う

　

　

む

む

　

む

む

　

む

む

明
々
白
々
に
直
接
税
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
來
た
の
で
め
る
胤
即
ち
臨
時
費

の
十
億
鷹
は
臨
時
國
防
視
に
依
b
、

痙
常
費
の

一
億
八
千
五
百
萬
蹴

は
帝
国
所
有
視
に
依
て
支
辨
せ
ん
ε
し
た
の
で
あ
る
Q
而
し
て
帝
国
所
有
税
は

一

般
財
産
増
贋
視
で
あ
り
、
臨
時
国
防
税
は
財
産
視
を
中
軸
ε
し
て
之
に
所
得
税
を
配
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

帝
国
所
有
税
は

】
般
財
産

の
差
増
額
を
視
源

ε
し
且

つ
裸
視
物
件
ε
す

る
も
の
で
あ
る
、
此
差
増
額

は

一
課
税

期
π
る
三
年
の
初
ご
終

ご
に
於
て
各
個
人
の
、有
す

る
総
財
産
の
純
債
格
を
比
較
し
て
之
を
定
む
る
も
の
で
あ
る
、

其
第

一
の
課
視
期
は

一
九

一
四
年

一
月

一
日
よ
り

一
九

二
八
年
三
月
三
十

一
旧
に
至
る
三
ケ
年
で
あ
ゲ
、
第

二
の

課
税
期
は
其
後
の
三
年
で
あ
る
、
此
く
し
て
順

々
に
三
年
毎

に
課
税
す

る
こ
ε
、
な
る
が
、各
課
税
期
の
始
ま
る
四

月

一
日
迄
に
差
増
額
を
定
め
、
そ
れ
が

一
萬
賦
以
上
に
達
す
る
場
合
に
之
に
税
す

る
の
で
あ
る
、
而
し
で
此
差
増

額
は
其
出

て
凍
る
所
の
何
た
る
を
問
は
す
、
総
て
財
産

の
珊
儂
を
来
た
す
も
の
を
包
括
す
る
の
で
あ
る
、
從

て
其

ラ

ラ

ラ

中

に
は
、
1
相
続
井
に
姻
與
に
依
て
得
π
る
財
産
増
加
、
2
投
機

に
依
ろ
利
得
、
3
動
産
#
に
不
動
.産

に
於
け
る

(

ぐ

ノへ

闇



ナ

景
氣
利
的
(狭
義
の
財
産
増
贋
)
4
所
得
の
節
約
等

に
依
胤
財
産
増
加
も
存
す

る
の
で
あ
る
、
但
し
被
相
綾
人
の
財

(

も

へ

も

も

　

じ

も

産
が
配
偶
者

に
依
て
相
纏
せ
穿
れ
セ
場
合
に
は
之
を
除
く
こ
ε
、
な

っ
て
居

る
、
此
の
如
く

一
般
所
有
挽
の
中

に
.

カ

し

マ

で

し

セ

も

う

で

で

も

　

サ

つ

ち

し

り

へ

も

も

も

も

も

ヤ

ヘ

へ

し

し

も

モ

ら

マ

し

も

へ

も

ら

も

ち

へ

も

や

は
節
約

に
依

る
財
雇

増
加
を
も
脱
す

る

こ
ご

に
な

る

か
ら
全

部

の
不
勢
利
得

に
枕
す

る
ご
は
云
ひ
難

い
が
、
其
中

ヤ

う

も

コ
セ

へ

も

も

ヤ

　

ら

へ

あ

る

ぬ

ヤ

ヤ

　

モ

し

ら

も

も

　

へ

お

　

も

し

も

へ

も

ロ

り

し

ロ

つ

し

も

セ

や

あ

軸
は
不
踏
利
得
を
税
す
る
に
あ
る
ε
謂
っ
て
差
支
な

い
。
又

一
彼
所
有
税
の
中

に
は
、
相
緩
し
た
る
財
産
を
も
加

も

ゆ

コ

も

し

や

へ

も

じ

カ

へ

ゆ

　

ゑ

も

も

も

セ

も

や

カ

う

カ

も

ゆ

ち

セ

も

し

も

へ

も

算
し
て
税
す

る
か
ら
、
該
税
は
相
綬
財
産
に
就
て
形
式
的
二
重
視
を
な
す
こ
ε
に
な
る
、
足
れ
財
産
階
級
に
重
課

す
る
趣
旨
に
外
猛
ら
粗
、
但
し
直
系
鼻
圏
井

に
配
偶
者
が
相
縛
す
る
場
合
は
此
限
で
な
い
。

・
.

帝
国
所
有
視

の
租
税
圭
騰
は
個
人
に
限
て
法
人

に
及
ば

濾
、
其
課
税

物
件
は
前
述
ぶ
る
如
く
差
増
儂
箒
で
あ

る

が
そ
れ
が

一
萬
耽

に
達
せ
な
い
か
、
若
く
は
細
財
産
債
格
が
二
萬
薦
に
達
せ
な

い
ε
ざ
は
冤
視

こ
な
る
。

む

ゴ

セ

コ

い

も

へ

う

も

視
率

は
差
増
額
ご
穂
財
産
儂
格

ざ
二
方
面

よ
り
累
進
的
に
逓
増
す

み
の
で
あ
る
、
即
ち
第

一
に
は
差
増
額

の
多

ヤ

も
　

ヤ

カ

ヤ

ヨ

し

し

う

コ

へ

く
な

る
に
從

て
累
遜
視
率

は
左

の
如

く
に
な

る
。

差

増

額
麻

一
〇
δ
O
O
I
温
0
δ
0
0

吾

δ
O
O
-
6
0
δ
8

苔
O
δ
8
⊥
言
只
8
0

、

、

、

、

、

・ ・.・5.%qg%q75%馨

差

増

額

ぽ

コ

舌

O
δ
0
0
1
吾

O
δ
8

五
6

δ
8

一
一
δ
8

δ
8

「
O
O
O
、0
0
0
な
超

ゆ

る
額

「

税
1・5%ユ ・呂5%・1、2%率

も

カ

も

あ

し

次
に
纏
財
産
償
格
の
増
す

に
從
て
税
率
は
左

の
如
く
に
加
重
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

論

嶺

鍵

笛

養

け
ろ
粛

霧

難

撃

「

第
+
二
瑠

童

號

八
九
)

(
拠



論

説

獅
逸
帝
國
に
於
け
ろ
税
鵠
の
頚
淫

奄
論
ヂ

第
+
二
奮

(第

一
號

だ
9

九
〇

差
増
額

に
掛

継

財

産

偵

類

す
る
割

合

麻

%

「8

、0
00
一
　[8
、
8
0

1
.
σ

ミ

。8
-
誉

・§

嘔

吐
く
て
総
財
産
償
絡
十
萬
嚇
を
加

ふ
る
毎
に
視
卒
堺
を
増
し
て
行
き
、

終

に
千
萬
鷹

に
謝
し
差
増
額
の
彫
を
加

ロ

電
す

る
に
至
て
止

め
る
・
是
が
故
に

一
般
所
奮

の
最
高
馨

は
響

あ
を

謂
ふ
こ
ε
が
出
凍
る
・

2

　

　

　

　

り

臨
時
国
防
挽

つ
ン㍉①岸
σ
無
声
巴

は
前
述

べ
た
如
く
臨
時
財
産
税
で
あ
る
、
其
税
源

ご
す

る
所
の
も

の
は
財
産
で

も

ヘ

へ

も

マ

へ

い

て

ヘ

へ

も

や

ヤ

へ

で

　

あ
る
、
故
に
實
質
的
財
産
視
ε
い
ふ
こ
ご
が
出
家
る
、
蓋
し
国
防
の
爲

め
に
は
　御
逸
國
民
は
財
産
を
投
げ
出
し
て

も
僻
す

べ
き
で
な

い
ε
し
た
の
で
あ
る
、
併
し
乍
ら
臨
時
国
防
税
は
財
産
の
み
を
税
し
や
う
ε
す
る
も
の
で
は
な

.

い
厨
得
を
も
併

せ
税

せ
ん
ピ
す
み
も
の
ε
謂

ふ
こ
ざ
が
出
來
る
、
即
ち
該
税
の
課
税
物
件
は
財
産

ξ
既
得
ε
の
二

で
あ
る
、
所
得

の
方
面
よ
り

い
へ
ば
、
五
千
蹴
以
上
の
動
勢
所
得
に
あ
り
て
は
全
部
が
課
税
物
件
ε
な
り
、
財
産

所
得

に
あ
り
て
は
財
産
箇
格
の
百
分
五
を
控
除
し
た
る
残
額
が
課
税
物
件
こ
な
る
、
此
く
い
へ
ば
財
産
所
得
を
輕

く
し
動
勢
所
得
を
重
く
す
る
檬
に
見
ゆ
る
が
畢
竟
二
重
課
税
セ
避
け
ん
ξ
す
る
に
外
な
ら

源
、
差

し
財
産
は
既
に

一
度
此
枇
の
課
税
物
件

ε
な
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
む
。
財
産
の
方
面
よ
り
い
く
ば
動
的
不
動
的
資
本
財
産
螢
業
財

産

の
細
頚

よ
り
債
務
を
控
除
し
π
る
も
の
が
課
稔
物
件

ε
な
る
。
使
用
財
産
も
亦
之
を
除
外
す

る
、
慣
格
は
普
通

の
現
實
債
格
に
俵
b
、
耕
地
、
宅
地

、
工
業
用
地
は
牧
盆
債
格

に
俵
て
之
を
定
め
る
。



r

{

所
得
課
税
は
自
然
人
を
義
務
者
ご
し
法
人
に
及
ん
で
居
な

い
.
之
に
反
し
て
財
産
課
税
は
自
然
人
の
み
な
ら
す

株
.式
曾
肚
、
株
式
合
資
會
肚
を
も
義
務
者
ご
し
て
み
る
。
.

饗

・
墨

課
挽
・
於
τ
は
+
級
雰

・
五
蔑

・
謁
す
・
Ψ

以
て
初
　

、
吾

蘇

・
摯

・
㌢

以

て
終
て
る
る
o
所
得
課
税

に
於
て
は
十
五
級
を
分
ち
五
千
賦
の
所
得
に
封
ず

る
税
率
吻
を
以
て
初
ま
り
五
十
萬
耽

の
所
得

に
饗
す
る
視
率
賜
を
以
て
総
て
み
る
。
十
萬
腐
迄
の
財
産
#

に

一
萬
鷹
迄
の
所
得
に
は
、
小
見
を
有
す

る
も
.

の
に
限
b
、
挽
車

の
輕
減
を
行
ひ
二
十
萬
晩
迄
の
財
産
井
に
二
萬
血肌
迄

の
所
得
に
は
徴
兵
義
務
を
終

ヘ
セ
る
男
子

を
有
す

る
も
の
に
限
ら
同
様
に
税
率
を
軽
減
す
る
こ
ε

、
し
て
み
る
。

む

　

む

　

む

む

む

の

む

む

　

む

　

む

む

　

む

　

む

　

む

む

ロ

む

む

ロ

む

　

む

む

む

　

此
臨
時
撹
は
此

の
如
く
財
産
課
税
ざ
所
得
裸
視
ε
よ
り
成

っ
て
居
る
が
、
其
重
心
は
財
産
課
視
に
め
る
こ
嬉
喋

む

む

む

む

む

々
を
要

せ
漁
。
其
視
の
豫
定
牧
入
よ
り
之
を
見

る
ε
財
産
課
税
ε
所
得
課
税

ε
の
比
は
八
八
Q
に
甥
す
る
三
〇
に

當
て
居

る
以
て
其
視
の
大
部
分
が
嚇
産
課
税
で
め
る
こ
ε
を
知
る
に
量
る
の
で
あ
る
。

此
挽
は

一
九
.一
四
年
ご
、

一
九

一
五
年
二
月
十
五
日
迄
ご

一
江

=
ハ
年
二
月
十
五
日
迄

ε
の
三
回
に
亘
b

て
徴

牧
せ
ら
れ
る
こ
ざ
に
な
っ
て
ゐ
π
の
で
あ
み
、
是
れ
臨
時
視
た

る
所
以
で
あ
る
。

`

　

り

む

　

　

む

む

む

む

む

　

む

む

　

む

む

む

む

　

む

　
む

　

む

む

　

む

む

む

以
上
論
ず
る
所

に
依
て
之
を
親
れ
ば
凋
逸
帝
国
に
於
け
る
直
接
税
は

一
九
〇
⊥
ハ
年

に
始
ま

っ
て
数
年
の
問

に
非

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

　

む

　

む

む

　

む

　

　

モ

常

な
る
獲
達
を
遂
げ
だ
も
の
こ
謂
は
ね
ば
な
ら
濾
、
中
に
就

き
相
緬
税

の
如
き
、
荷
多
く
獲
達
の
飴
地
を
存
す
・る

り

む

む

む

む

　

む

む

り

　

む

む

　

も

の
が
あ

る
け

れ
も
こ

、
そ
は
段

々
に
這

入
b
込

っ
て
行

け
る
も

の
で
あ

る
、

之
を
要
す

る

に
直
接
税

の
關
門
は

諦

観

濁
逸
帝
国
に
於
け
ろ
税
制
の
毅
達
為
論
す

第
十
二
巻

(第
一
號

九
こ

九
一

8

,



論

説

鍵

露

に
於
り
轟

制
の
蓬

黙

↑
.

第
+
二
奮

(第
一
號

九
二
}

九
二

騨

輝

郵

畢

響

窃

寒

寒

・
か
都

邑
群

舞

輩

鼻

聾

慕

謬

茅

ボ
・
是
が
散
に

凋
逸

税
制

の
大
革
命
は
既

に
戦
前

に
準
備
せ
ら
れ
て
居

っ
た
ε
謂

ふ
こ
ご
が
出
凍

る
。

五

和
.
税

吸

入
.
の

遜

達
.

,

、
余
は
進
て
租
税
の
牧
人
が
獲
窪
し
て
來
た
跡
を
験
し
て
見
や
う
ε
思
ふ
、
今
租
税
統
計
に
依
b
、

一
八
七
二
年

一
八
九
〇
年
、

}
九
Q
五
年
、

一
九
Q
七
年
、

一
九

一
〇
年
、

一
九

「
三
年
の
租
税
牧
人
を
比
較
勤
照
す

る
に
左

の
如
く
で
あ
る
。
(千
麻
輩
位
、
千
麻
以
下
な
捨
て
＼
計
算
す
)

落

一
入
七
二
年

一
八
九
〇
年

一
九
〇
五
年

}
九
Q
七
年

一
九

[
○
年

一
九

=
二
年
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